
3 輸入のお肉には禁止物質が入っていることもあります。
試合前は特に、口に入れるものに気を付けましょう。

「優しい効き目の薬 = 禁止物質を含まない」ではありません。
特に漢方や自然由来のものに気を付けてください。
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アンチ・ドーピングに関する
投稿も行っています！

サプリメントの服用は要注意！必要な栄養はバランスの良い食事から摂取
しましょう。
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サプリメントは食品扱いのため、全ての成分を記載する義務がありません。
確認できない物質が入っている可能性があるというリスクを十分に理解したうえで、
本当にそのサプリメントが必要か判断しましょう。

2 ドリンク剤の差し入れに気を付けてください。
禁止物質の生薬の成分を含んでいるものがあります。不安な場合はコンビニや
ドラッグストアで購入せず、薬剤師に相談してから購入してください。

7 月経前症候群(PMS)や月経コントロールの薬(低用量ピルなど)は禁止物質を
含みません。

世界の女性アスリートはむしろ上手に利用しているので、パフォーマンスに影響が
出るPMSをお持ちの選手は婦人科の受診もお勧めします。

6 外用のステロイド(糖質コルチコイド)は、指示量を守っていただければ安全
に使用できます。

花粉症の点鼻薬や目薬、アトピー性皮膚炎の塗り薬、中耳炎の点耳薬など、ステロイド
の外用薬は競技会時でも使用可能です。(口内炎・痔の治療薬を除く)

1 体調を崩したら、薬を飲む前に相談！

監督・コーチに黙って薬やサプリメントを飲むと、何かあった時に競技団体全
体に迷惑がかかります。

お薬を使用して良いかわからない時は、スポーツファーマシストへご相談ください！

(一社)岡山県薬剤師会　スポーツファーマシスト特別委員会


